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新芽のささやき

　

農
業
生
産
法
人「
京
丹
波
ほ
た
る
の

里
」の
農
産
物
加
工
施
設「
キ
ッ
チ
ン
ほ

た
る
」で
、地
元
農
産
物
を
使
っ
た
独
自

商
品
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。農
業
生
産

法
人「
京
丹
波
ほ
た
る
の
里
」（
谷
山
建

夫
代
表
）は
平
成
19
年
、安
井
と
塩
田

谷
の
有
志
の
農
家
が
設
立
。「
美
し
い
ふ

る
さ
と
を
み
ん
な
の
力
で
守
っ
て
い
こ

う
」を
合
言
葉
に
、米
や
黒
大
豆
、小
豆

な
ど
の
生
産
・
販
売
や
農
産
加
工
、収

穫
体
験
な
ど
の
交
流
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

法
人
女
性
部「
夢
ほ
た
る
」（
谷
山
千

榮
子
部
長
）が
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
振
る
舞

う
郷
土
料
理
は
、参
加
者
の
胃
袋
を
つ

か
み
、地
元
農
家
と
心
を
通
わ
せ
る
ひ

と
時
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。食
の
祭

典
２
０
１
４
で
は
イ
ノ
シ
シ
肉
ソ
ー

セ
ー
ジ
の「
い
の
ち
ゃ
ん
ド
ッ
グ
」が

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
入
賞
。地
元
産
黒
大

豆
の
み
を
使
っ
た
み
そ
は
、口
コ
ミ
で
評

判
に
。加
工
販
売
が
農
産
物
の
魅
力
発

信
に
つ
な
が
る
と
考
え
、む
ら
の
活
力

向
上
事
業
を
活
用
し
て
事
務
所
一
階
を

加
工
施
設
に
改
造
し
、平
成
28
年
10
月

か
ら
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

黒
大
豆
菓
子
の「
く
ろ
っ
豆
美
人
」

は
、思
い
出
の
味
〝
つ
く
ね
豆
〞
か
ら
考

案
さ
れ
た
も
の
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
、正

月
に
み
か
ん
、つ
る
し
柿
、つ
く
ね
豆
を

半
紙
に
包
ん
で
ご
近
所
か
ら
い
た
だ
い

た
。当
時
、一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
み

か
ん
、次
い
で
つ
る
し
柿
。つ
く
ね
豆
は

白
豆
、黒
豆
、茶
豆
な
ど
を
こ
ね
て
丸
め

た
も
の
で
、子
ど
も
に
は
人
気
が
な
か
っ

た
。そ
れ
が
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
」

と
谷
山
正
さ
ん
。そ
の
つ
く
ね
豆
を
法

人
女
性
部
が
黒
大
豆
や
米
粉
で
再
現
し

ま
し
た
。か
み
し
め
る
ほ
ど
豆
の
香
ば

し
い
風
味
が
広
が
り
ま
す
。

　

９
月
に
は
法
人
設
立
か
ら
10
年
を
迎

え
ま
す
。地
元
で
は
映
画
ロ
ケ
誘
致
事

業
の
拠
点
整
備
が
進
ん
で
お
り
、ロ
ケ

弁
開
発
に
も
参
画
。谷
山
代
表
は
、「
町

民
の
財
産
を
地
域
で
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。農
業
情
勢
は
厳
し
い
が
、き
れ
い

な
空
気
と
水
で
良
質
の
作
物
が
収
穫
で

き
、お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
は
農
業
者
み
ょ
う
り
に
尽
き
る
こ

と
。京
丹
波
町
周
遊
の
目
的
地
の
一
つ
と

し
て
、『
ほ
た
る
の
里
』を
目
指
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」と
意
気
込
み

ま
す
。

人
と
人 

地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
み
ん
な
の
手

〝
地
域
の
課
題
解
決
〞
〝
暮
ら
し
を
楽
し
く
〞
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
地
域
運
営
や

活
性
化
に
取
り
組
む
皆
さ
ま
の
活
動
が
つ
な
が
っ
て
未
来
の
京
丹
波
を
つ
く
り
ま
す

恵
み
の
食
材
、
ふ
る
さ
と
仕
立
て

▼ロケ弁試作に取り組む女性部
「夢ほたる」メンバー。地元食材を
生かした家庭的な献立に工夫。

▲つくね豆をアレンジした「く
ろっ豆美人」（手前）と洋菓子
「バニラキッフェルン」（奥）

た
に 

や
ま 

た
て

こ

た
に 

や
ま 

た
だ
し

た
に 

や
ま   

ち

え   

こ

お

京
丹
波
町
が

こ
れ
か
ら
の
10
年
に
向
か
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
よ
。

こ
れ
か
ら
の

„
日
本
の
ふ
る
さ
と
“を

め
ざ
し
て
。

新
し
い
物
語
の
、

始
ま
り
、

始
ま
り
。



　
平
成
29
年
度
当
初
予
算
が
3
月
の

議
会
定
例
会
で
可
決
、成
立
し
ま
し

た
。本
年
度
は
「
安
心
・
活
力
・
愛
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
編
成
方
針
と

し
、特
に
「
防
災
減
災
」、「
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
の
推
進
」、「
ま
ち

の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
の
子
育
て
施
策
な
ど
」の
三
つ
を
最

重
要
課
題
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
歳
入
の
内
、町
税
は
1
・
5
㌫
増
の

15
億
9
2
9
5
万
5
千
円
を
計
上
。

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交

付
税
は
、普
通
交
付
税
合
併
特
例
措

置
の
段
階
的
縮
減
が
平
成
28
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
、3
・
0
㌫
減
の
48
億

6
0
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。町

債
は
20
・
9
㌫
減
の
12
億
9
1
0
万
円
、

収
支
不
足
を
補
う
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
は
27
・
5
㌫
増
の
6
億

9
2
7
9
万
9
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
内
、人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
か
ら
な
る
義
務
的
経
費
は
3
・

2
㌫
増
の
40
億
8
9
2
0
万
5
千
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。投
資
的
経
費
は
、

29
・
1
㌫
減
の
15
億
4
0
9
7
万
円

を
計
上
。大
幅
な
減
少
で
す
が
、次
年

度
以
後
に
予
定
し
て
い
る
新
庁
舎
や

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
向
け
、準
備

作
業
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

地域医療体制の確立推進と医師確保対策
南丹病院組合負担金 1‚375万4千円
病院事業運営補助金 3億2‚134万3千円
医師住宅建築事業 1‚467万1千円

　今後の常勤医師などを確保するための住宅（官舎）
整備工事の実施に向けた設計業務などを行います。

子育て支援の推進
すこやか子育て祝金事業 750万円
チャイルドシート購入助成事業 45万円
子育て支援医療費助成事業 2‚854万5千円

　出生から中学校卒業までの幼児・児童および高校生
などの医療費を助成します。

高齢者等の安心安全対策
在宅高齢者等生活支援事業 2‚594万4千円

　高齢になっても住み慣れた地域で自立した生活を続
けられるよう、外出支援サービスや食の自立支援サー
ビスなどを実施します。

見守りネットワーク事業 390万円

　高齢者、障がい者、児童など見守りを必要とする人を
地域全体で見守るネットワークを構築し、安心して暮ら
せる地域づくりを図ります。

健康増進の推進
母子保健事業 1‚267万6千円

　子どもの健やかな成長を支援するため、妊婦健診の
公費助成や乳幼児健診の実施、ベビーマッサージ教室
やベビー体操教室、マタニティ・産後ヨガ教室の開催、
不妊治療助成などを行います。

健康増進事業 718万2千円

　健康教育、健康相談、訪問指導、健康手帳の交付、機
能回復訓練など健康の増進を図るさまざまな事業を実
施します。

　　　各種健康診査事業 8‚106万円
　特定健診や基本健診、各種がん検診の実施、健（検）
診結果を活用した適切な指導などを行います。多くの
方が受診し、疾病の予防や早期発見につなげるため、町
集団健（検）診は、すべて自己負担なしとしています。平
成29年度からは肺がん検診のデジタル撮影への移行
や、乳がん検診（マンモグラフィ）の個別検診の導入に
より、健（検）診をさらに充実します。

消防防災体制・防犯対策の強化
京都中部広域消防組合負担金 2億7‚910万6千円
消防団活動運営事業 7‚450万円
防火水槽設置事業 1‚570万円
防災事業 1‚435万5千円
（　　　防災ハザードマップ作成 864万円）

　非常食・毛布などの災害備蓄物資、タイベックスー
ツ、個人線量計などの原子力防災対策備品を整備しま
す。あわせて、平成20年度以来となる防災ハザードマッ
プの作成を行います。
　
自主防災組織育成事業 100万円

　各区の自主防災組織の結成・育成と地域防災の基盤
強化を推進するため、資機材・防災備蓄物資整備など
の取り組みに対し、10万円を上限とした補助金を交付
します。

移動系防災行政無線維持管理事業 913万9千円
　　　街灯（防犯灯）設置補助金 300万円

　自治会などが実施する街灯（防犯灯）の設置・改修に
要する経費に対し、補助金を交付します。平成29年度
から、ＬＥＤへの改修を促進するために一団体あたりの
補助金の上限額を5万円から10万円に引き上げます。

交通対策の強化
町営バス運行事業特別会計繰出金 7‚469万9千円
　　　運転免許証自主返納奨励金 50万円

　高齢者ドライバーによる交通事故防止と公共交通の
利用促進を図るため、運転免許証を自主返納した高齢
者などへ1万円分の路線バス利用券を交付します。

住宅環境・居住環境の向上対策
木造住宅耐震診断・改修事業 565万円
（　　　耐震シェルター設置補助金 300万円）

　木造住宅の耐震性を高めるため、耐震診断士の派遣
や耐震改修に対し補助金を交付します。平成29年度か
らは、新たに耐震シェルターの設置に対し、一戸あたり
30万円を上限として補助金を交付します。

住宅改修補助金交付事業 800万円

　住宅の耐久性の向上や環境に配慮した改修などに
対して補助金を交付し、住宅改修を促進します。（補助
上限額：10万円/戸）

一般会計歳入歳出予算額 109億6,200万円
前年度当初比5億5,870万円の減（－4.8％）

新規新規

新規新規

安・心・の・あ・る・ま・ち・づ・く・り

町債
1,209,100千円
（11.0％）

府支出金
737,913千円
（6.7％）

府支出金
737,913千円
（6.7％）

国庫支出金
540,018千円
（4.9％）

国庫支出金
540,018千円
（4.9％）

町税
1,592,955千円
（14.5％）

繰入金
832,850千円
（7.6％）

その他
385,738千円
（3.6％）

使用料手数料
344,526千円
（3.1％）

歳入
自主・依存
財源別内訳

地方交付税
4,860,000千円
（44.3％）

10,962,000千円

平成29年度予算の概要

自主財源 3,156,069千円
依存財源 7,805,931千円

補助費等
2,364,030千円

（21.6％）

その他
117,709千円
（1.0％）

人件費
1,845,941千円
（16.8％）

歳出
性質別
内訳

繰出金
1,219,963千円

（11.1％）

補助費等
2,364,030千円

（21.6％）

物件費
1,630,123千円
（14.9％）

公債費
1,511,267千円
（13.8％）

扶助費
731,997千円
（6.7％）

普通建設事業費
1,530,717千円
（14.0％）

災害復旧事業費1,0253千円（0.1％）

会計名

一般会計

特別会計

　　

企業会計

合計

　国民健康保険事業特別会計

　後期高齢者医療特別会計

　介護保険事業特別会計（事業勘定）

　介護保険事業特別会計（サービス事業勘定）

　介護保険事業特別会計（老人保健施設サービス勘定）

　水道事業特別会計

　下水道事業特別会計

　土地取得特別会計

　育英資金給付事業特別会計

　町営バス運行事業特別会計

　国保京丹波町病院事業会計

　水道事業会計

29年度
10,962,000

5,826,190

2,252,000

223,328

2,156,440

6,595

155,869

0

927,500

60

5,296

99,102

3,352,231

1,139,996

2,212,235

20,140,421

28年度
11,520,700

7,812,878

2,320,600

217,779

2,206,807

6,552

172,866

1,831,200

952,700

168

5,296

98,910

1,509,725

1,509,725

0

20,843,303

増減額
△558,700

△1,986,688

△68,600

5,549

△50,367

43

△16,997

△1,831,200

△25,200

△108

0

192

1,842,506

△369,729

2,212,235

△702,882

会計別予算額一覧表（千円）

民生費
2,350,026千円
（21.4％）

土木費
1,038,238千円
（9.5％）

消防費
416,316千円
（3.8％）

民生費
2,350,026千円
（21.4％）

総務費
1,464,365千円

（13.4％）

土木費
1,038,238千円
（9.5％）

公債費1,511,267千円
（13.8％）

教育費
827,890千円
（7.6％）

農林水産業費
1,429,697千円
（13.0％）

衛生費
1,602,509千円
（14.6％）

議会費
99,388千円（0.9％）

その他
25,333千円（0.2％）

消防費
416,316千円
（3.8％）

商工費
196,971千円
（1.8％）

歳出
目的別
内訳

その他
458,900千円
（4.3％）

その他
458,900千円
（4.3％）

平成29年度予算の概要
03｜NO.138 02

充実

充実

充実



幼児教育・保育の充実
幼稚園の管理・教育振興 6,503万7千円

保育所の管理・保育環境の充実 3億4,951万1千円

　

　　　認定こども園開設準備事業 2,389万7千円

　就学前の子どもにより良い環境のもとで幼児教育・
保育を提供できるように「幼保連携型認定こども園」の
設立に向けて具体的な検討を実施します。

学校教育の充実
小中学校の管理・教育振興 3億1,320万円
・　　　学校教育情報化機器整備事業
 　　3,675万2千円
・　　　蒲生野中学校トイレ洋式化改修工事
 5,347万1千円
・　　　小中学校通学バス無償化 238万6千円

（歳入の減少見込額）
・学校給食の実施 1億3,740万6千円

　

　　パソコン教室などの情報教育機器の更新、蒲生野中
学校のトイレ洋式化改修などを実施し、安全・快適な
教育環境づくりを推進。小中学校通学バス利用料を無
償化し、子育て世帯の経済的負担を軽減します。

　　　地域学校協働活動推進事業 200万6千円

　各小学校にコーディネーターを設置し、地域と学校
が協働して未来を担う子どもたちの成長を支援する活
動を実施します。

地球温暖化対策の推進
　　　新エネルギー導入促進事業 640万5千円
　　住宅用太陽光発電システム設置に対し補助金を交
付します。平成28年９月に住宅用太陽光発電システム
と蓄電設備の同時設置に対する補助金制度を拡充し
ました。

愛・の・あ・る・ま・ち・づ・く・り 活・力・の・あ・る・ま・ち・づ・く・り
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農業振興の推進
　農業機械や施設を整備し、技術指導を行い、農業後
継者や営農組織を育成して担い手を確保します。

農業振興事業 1‚517万8千円
水田農業構造改革対策助成事業 2‚895万5千円
　　　黒大豆・小豆生産加速化事業 1‚047万3千円
認定農業者確保・育成事業 1‚065万円
　　　京野菜ランド拡大・強化事業 154万1千円

ほか

鳥インフルエンザ跡地活用の推進
　　　　鳥インフルエンザ発生農場跡地活用事業
 4‚177万7千円
　映画ロケの拠点となるサポートセンターの整備
工事、森林公園整備工事に向けた設計業務などを
実施します。

　　　京丹波町ロケ地誘致事業 2‚253万2千円
　　本年度初めに設立予定の（仮）京丹波ロケーショ
ンオフィスを中心に、町内へのロケ誘致・受入を推進
します。

道路橋りょう整備の推進
道路橋梁維持管理事業 5‚780万9千円
道路新設改良事業 5億4‚427万円
 【主な整備路線】
・町道曽根宮ノ浦戸麦線（曽根地内）  6‚690万2千円
・町道蒲生野中央線（蒲生地内） 2‚000万円
・町道藤ノ瀬大郷線（下山地内） 3‚230万円
・橋梁修繕（大原橋他） 5‚550万円
・白土跨道橋（下山地内） 7‚000万円
・町道橋爪区内線（橋爪地内） 6‚940万円
 ほか

商工・観光振興の推進
京丹波まるごと交流型観光推進事業 1‚349万8千円
　　7回目となる食の祭典の開催、町内4つの道の駅の機
能充実、新たな観光資源の掘り起こしなど総合的に観
光施策を推進します。

　　　和知力醸成によるにぎわいとふるさと創生事業
　　　 100万円
　　和知地区をモデルエリアに地域の観光資源を活用
した体験型周遊観光ツアーの事業化を図ります。

新庁舎の整備
新庁舎整備事業  2億4‚500万円
　　新庁舎の平成32年度末までの建設に向け、設計
と建設予定地の既存施設（ビジョンダンマーク）の
撤去を実施します。

新展開

新展開

新展開

拡充

拡充

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

新規新規

平成27年度に教室の空調設備整備と遊
戯室の耐震改修を実施しました。幼稚園
利用料は平成27年度4月分から第2子は
半額、第3子以降は無償化しています。

保育所利用料は平成27年度4月分から、
18歳未満の児童を3人以上養育する世帯
の第3子以降は無償化しています。

　平成27・28年度に教室の空調設
備整備工事と体育館など非構造部
材の耐震改修を実施しました。

平成25年度からすべての小・中学校が完全給食
となっています。今後も児童・生徒の健康づくり
と食育のため、学校給食の充実を図ります。

有害鳥獣対策　
　　サル被害対策を強化するとともに鳥獣撃退機の実
証研究を実施します。
　有害鳥獣対策事業 9‚057万9千円
・有害鳥獣捕獲報償金 5‚100万円
・シカ捕獲強化事業奨励金 552万5千円
・有害鳥獣被害防止施設設置事業補助金 1‚300万円
・　　　サル捕獲委託料・サル捕獲檻導入ほか
 323万8千円
・　　　鳥獣撃退機の実証 178万2千円
 ほか
林業振興の推進
公有林整備事業 3‚547万2千円
　　町有林・町行造林の伐採・植林と併せて、原木などの
出荷・売払いを実施し、森林施業モデルの構築と森林
資源の循環利用を推進します。
　
森林管理道開設事業 6‚432万7千円
　　平成24年度に着手した森林管理道塩谷長谷線開設
工事の最終年度にあたり、供用開始に向けて最終工区
の整備に着手します。

          豊かな森を育てる交付金事業 1‚180万円
　　京都府豊かな森を育てる府民税条例に基づく市町
村交付金の交付を受け、森林の多面的機能を維持・増
進するための事業を実施します。
　          森林エクスカーション事業 50万4千円
　　森林の多面的機能について周知するためツアーガイ
ドと森林散策する「森林エクスカーション事業」を実施
します。

バイオマス活用の推進
　　　 　地域資源活用推進事業 1‚506万7千円
　　平成28年度に整備した地域熱供給施設のさらなる事業
展開のための調査、メタン発酵による食と農とエネルギー
の循環利用の事業化に向けた可能性調査を実施します。
　　　　地域熱供給施設管理事業 1‚522万7千円
　　木質バイオマスボイラなど地域熱供給施設の維持管
理に要する経費を計上します。
　森林（もり）の文化創造事業 442万5千円
　　新生児への「京丹波町ぬく森のイス」贈呈事業、北
海道下川町との子ども交流事業などを実施します。

農業基盤の整備
　　集落機能の維持や農業生産力の向上を図るため、農
地の保全や農業施設整備を推進します。

稲荷池（坂原地内）改修工事 7‚469万3千円
　　　奥ノ谷池（升谷地内）調査 2‚011万9千円

ほか

充実

須知高校の活性化推進
          須知高校教育振興対策交付金 102万9千円
　　京都府立須知高等学校の教育の充実を図り、町の未
来を担う人材を育成することを目的に生徒の資格取得
などの学びを支援します。
　町営バス利用促進補助金 180万円
　　須知高校通学生徒への町営バス定期券の半額助成
を行い、町営バスの利用促進と町内唯一の高校の活性
化につなげます。

中学校・須知高校連携研究事業 23万3千円
　　町内3中学校と須知高校が連携して学習する場を設
け、中学・高校の交流を深め、教育の充実を図ります。

ホストタウン構想の推進
　　　ホストタウン構想推進事業 230万7千円
　　ニュージーランドとのホッケー交流や文化交流の推
進、ホッケー日本代表の合宿誘致などを実施し、東京
五輪ニュージーランドホッケー代表チームの事前合宿
誘致を進めます。
　
中学生国際交流事業 381万2千円
　　町立中学校とニュージーランド・ダニーデン市のタ
イエリカレッジ校との相互派遣事業を継続実施します。
　
　　　京都トレセンとの総合連携による
　　　アスリート育成等事業 69万8千円
　　京都トレーニングセンターと連携し、ジュニアアス
リート育成トレーニングと一般向け健康増進トレーニ
ングのモニター事業を実施します。

活力ある地域づくりの推進
協働のまちづくり事業 311万6千円

　地域支援担当職員による支援や住民自治組織によ
るまちづくり交付金の交付などを実施します。
　　　　　駅を守る会事業 544万5千円

　和知駅の活性化にかかる経費を計上。平成29年度
は将来的な駅前広場の整備を検討するため、駅前の測
量などを実施します。
　移住・定住対策 905万8千円
・　　　地域支援事業（地域の受入体制の支援） 120万3千円
・空き家情報バンク事業 10万5千円
・　　　明日のむら人移住促進事業 775万円

　南丹・亀岡・京丹波の2市1町と京都府などが平成28
年11月に設立した「京都丹波移住・定住促進協議会」を
通じた取組みや、空家バンク制度などを活用し、本町の
魅力の発信や受け入れ体制の整備を進め、移住・定住
人口の拡大を図ります。

新規新規

充実

充実
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▲キーパーの基本の構えやキックを教わる▲ドリブルとシュートを練習する
中学女子ホッケー部員

　 さくらジャパンと対戦した須知高校男子ホッケー部

▲笑顔がまぶしい「さくらジャパン」（左から4番目が一谷麻実選手）

土
木
管
理
、建
設
、用
地
買
収
、国
土
利

用
計
画
、入
札
、道
路
・
橋
り
ょ
う
、土
木

災
害
復
旧
、建
築
、町
営
住
宅
、都
市
計

画
、ダ
ム
に
関
す
る
こ
と
な
ど 

【
課
長
】山
内
和
浩【
課
長
補
佐
】保
田
志

信
、藤
井
雅
文
、八
木
敏
和【
係
長
・
主

任
】山
内
敏
史
、秋
山
卓
弘
、小
松
聖
人

【
主
査
・
主
事
】井
上
和
宏
、岡
本　

淳
、

奥
田
康
平
、奥
野
武
志

上
水
道
、簡
易
水
道
、公
共
下
水
道
、集

落
排
水
、合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど 

【
課
長
】十
倉
隆
英【
課
長
補
佐
】竹
内　

健
、岩
崎
勝
也【
係
長
・
主
任
】山
下　

徹
、髙
屋
敦
彦
、西
山
直
人
、野
間　

隆
、

（
岩
崎
勝
也
）【
主
査
・
主
事
】吉
田
和
晃
、

西
山
宏
明
、片
山
加
奈
、小
崎
亮
太
、林

龍
之
介（
新
規
採
用
）

出
納
、指
定
金
融
機
関
、資
金
、物
品
会

計
な
ど

【
会
計
管
理
者
】久
木
寿
一【
室
長
】中
野

竜
二【
係
長
・
主
任
】上
西
貴
幸【
主
査
・

主
事
】大
森
し
お
り

総
務
一
般
、戸
籍
住
民
一
般
、税
務
一
般
、

土
木
一
般
、農
林
一
般
、商
工
観
光
一
般

な
ど

【
支
所
長
】山
内
善
博【
支
所
長
補
佐
】梅

原
千
里【
係
長
・
主
任
】塩
田　

誠
、橋
本

賢
二【
主
査
・
主
事
】輕
尾
圭
造
、伴
田
裕

章
、森
田　

亮
、今
川
奈
未
、桐
村
杏
菜

総
務
一
般
、戸
籍
住
民
一
般
、税
務
一
般
、

土
木
一
般
、農
林
一
般
、商
工
観
光
一
般

な
ど

【
支
所
長
】榎
川　

諭【
支
所
長
補
佐
】

永
武
幸
子【
係
長
・
主
任
】四
方
晴
美
、

村
田
弘
之【
主
査
・
主
事
】山
内
秀
文
、

出
野
文
隆
、山
西
博
美
、村
山
奈
央
、藤

田
健
吾

 

学
校
教
育
施
設
、教
職
員
人
事
、幼
稚

園
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
、学
校
教

育
、学
校
保
健
、認
定
こ
ど
も
園
建
設
、

社
会
教
育
、人
権
教
育
、社
会
体
育
、文

化
財
、文
化
芸
術
、図
書
室
な
ど

【
教
育
次
長
】西
村
喜
代
美【
学
校
教
育

課
長
】（
西
村
喜
代
美
）【
社
会
教
育
課

長
】山
根
美
智
代【
課
長
補
佐
】上
林
太

志
、徳
島
康
善
、木
下
浩
昭【
係
長
・
主

任
】（
上
林
太
志
）、（
木
下
浩
昭
）、山
内

圭
司
、四
方
妃
佐
子
、小
原
直
也【
主
査
・

主
事
】山
本
美
子
、細
野
江
梨
子
、井
口

理
恵【
係
長
・
主
任
】原
澤
美
和
、山
下　

泰
、久
保
元
真
一
、川
野
雅
夫

▼
丹
波
分
室

【
主
査
・
主
事
】松
谷
洋
二

▼
瑞
穂
分
室

【
主
査
・
主
事
】（
川
野
雅
夫
）

幼
児
教
育
な
ど

【
園
長
】浦
井
美
紀【
園
長
補
佐
】湊　

玲

奈【
係
長
・
主
任
】小
林
和
子
、堀　

敬
之

【
主
査
・
主
事
】新
庄
美
和
子
、池
田
直
未

【
養
護
教
諭
】越
浦
宏
美

▼
蒲
生
野
中
学
校

【
用
務
】和
田　

隆　

▼
丹
波
給
食
セ
ン
タ
ー

【
課
長
補
佐
】（
上
林
太
志
）

▼
瑞
穂
給
食
セ
ン
タ
ー

【
課
長
補
佐
】（
上
林
太
志
）【
主
査
・
主
事
】

小
林
富
美
子

▼
和
知
給
食
セ
ン
タ
ー

【
課
長
補
佐
】（
上
林
太
志
）

＊
３
月
31
日
付
け
、カ
ッ
コ
内
は
前
職

前
田
武
昌（
国
保
京
丹
波
町
病
院
院
長
）

川
嶌
勇
人（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次

長
兼
学
校
教
育
課
長
）

石
﨑
宣
彦（
企
画
政
策
課
主
幹
）

上
西
睦
美（
保
健
福
祉
課
丹
波
地
域
保
健

福
祉
室
長
）

谷
口
い
づ
み（
保
健
福
祉
課
和
知
地
域
保

健
福
祉
室
長
）

片
山
利
枝（
国
保
京
丹
波
町
病
院
主
査
）

中
村
幸
子（
和
知
診
療
所
看
護
師
兼
介
護

療
養
型
老
人
保
健
施
設
看
護
師
）

中
澤
紘
士（
税
務
課
主
事
）

片
山
義
章（
土
木
建
築
課
技
師
）

　

代
表
合
宿
の
誘
致
は
、町
内
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
間
の
受
け
入
れ
態
勢

の
連
携
を
強
化
し
、海
外
の
代
表
チ
ー

ム
の
受
け
入
れ
に
つ
な
げ
る
ね
ら
い
。ま

た
、町
内
の
ホ
ッ
ケ
ー
部
員
が
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
と
交
流
し
、競
技
力
や
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

合
宿
に
は
、３
月
末
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
開
か
れ
る
国
際
大
会
前
の
最

終
調
整
と
し
て
20
人
が
参
加
。21
日
か
ら

６
日
間
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
や
京

都
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を

積
み
ま
し
た
。合
宿
２
日
目
の
22
日
は
参

加
選
手
と
須
知
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

が
対
戦
。第
48
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
選
抜
大
会
を
控
え
、日

本
代
表
チ
ー
ム
と
対
戦
し
た
ホ
ッ
ケ
ー

部
員
は
、「
選
手
一
人
ひ
と
り
の
能
力
の

高
さ
、チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
す
ご
さ
を
実
感

し
た
。自
分
た
ち
の
改
善
点
も
見
つ
か
っ

た
」と
試
合
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
26
日
に
は
町
内
の
小
中
学
生
、

高
校
生
対
象
の
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
を
開

催
。選
手
ら
が
参
加
児
童
ら
の
年
代
に

合
わ
せ
て
基
礎
的
な
練
習
内
容
を
組
み

ま
し
た
。中
村
真
理
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

は
、「
ホ
ッ
ケ
ー
の
楽
し
さ
を
存
分
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
。こ
の
中
か
ら
未
来
の
さ

く
ら
ジ
ャ
パ
ン
、さ
む
ら
い
ジ
ャ
パ
ン
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、選
手

の
指
導
で
ド
リ
ブ
ル
、シ
ュ
ー
ト
、ゲ
ー
ム

を
行
い
、ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

蒲
生
野
中
学
校
の
德
岡
莉
菜
さ
ん
は
、

「
教
わ
っ
た
こ
と
を
生
か
し
た
い
」と
感

謝
。代
表
チ
ー
ム
の
一
人
、本
町
出
身
の

一
谷
麻
実
選
手（
ソ
ニ
ー
）は「
子
ど
も
が

好
き
な
の
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
教

室
を
振
り
返
り
、自
身
の
目
標
に
つ
い

て
、「
代
表
選
手
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
自

信
に
つ
な
が
っ
た
。今
は
目
の
前
の
こ
と

に一
生
懸
命
取
り
組
み
、目
指
せ
る
限
り

頑
張
り
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

須
知
幼
稚
園

退
職
者

中
学
校・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

会
計
室

上
下
水
道
課

和
知
支
所

瑞
穂
支
所

土
木
建
築
課

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
認
定
を
受
け
、ホ
ッ
ケ
ー
合
宿
の
聖
地
を
目
指

す
本
町
で
３
月
下
旬
、ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日
本
代
表

「
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
」の
強
化
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
か  

む
ら 

ま  

り

い
ち 

た
に
　ま  

み

と
く 

お
か  

り   

な

五輪への道

寺尾町長から辞令交付を受ける職員



輝
く
ひ
と

と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、町
技
ホ
ッ
ケ
ー
を

は
じ
め
各
種
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や

町
内
の
公
共
施
設
を
活
用
し
た
各
種

大
会
の
振
興
な
ど
を
支
え
て
き
ま
し

た
。「
若
い
選
手
の
活
躍
や
成
長
が
私

自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
」と
振

り
返
り
ま
す
。ま
た
、「
町
民
の
皆
さ
ま

の
支
え
や
家
族
の
理
解
が
何
よ
り
の
力

と
な
り
、今
日
ま
で
務
め
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
か
ら
も
元
気
が

続
く
限
り
、ま
ち
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
」と
意
欲
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
の
京
丹
波
町
民
生
児

童
委
員
協
議
会
一
斉
改
選
に
よ
り
、５
期

15
年
間
務
め
た
田
中
強
さ
ん（
鎌
谷
中
）

が
退
任
。全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会
の

永
年
勤
続
退
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
平
成
13
年
に
民
生
児
童

委
員
と
な
り
、担
当
地
域
の
見
守
り
活
動

や
災
害
時
の
要
支
援
者
訪
問
な
ど
に
尽

力
。５
期
目
は
会
長
と
し
て
、委
員
活
動

の
相
談
に
も
乗
り
、行
政
や
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
、地
域
福
祉
の
充
実
に
努

京
丹
波
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

京
都
府
知
事
か
ら
感
謝
状

　

寺
尾
豊
爾
京
丹
波
町
長
が
３
月
１

日
、永
年
勤
続
町
村
長
と
し
て
、京
都
府

知
事
の
感
謝
状
を
受
領
し
ま
し
た
。地
方

自
治
の
振
興
と
府
政
の
推
進
へ
の
貢
献

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

寺
尾
町
長
は「
過
疎
地
域
へ
の
医
師
の

確
保
や
林
業
施
策
の
推
進
、「
京
丹
波

京
丹
波
町
体
育
協
会
の
中
野
昭
会
長
に

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞「
特
別
栄
誉
賞
」

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
田
中
強（
前
）会
長
に

全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会「
永
年
勤
続
退
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
」

め
ま
し
た
。「
活
動
を
通
し
て
視
野
が
広

が
り
、勉
強
に
な
っ
た
。退
任
後
も
経
験

を
生
か
し
て
活
動
し
た
い
」と
の
心
構
え

で
す
。

味
夢
の
里
」の
設
置
な
ど
、府
政
と
共
に

歩
ん
で
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
」と

し
、「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
力
は
町
民
の

皆
さ
ま
の
支
援
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
も

〝
住
ん
で
良
か
っ
た
〞
と
思
わ
れ
る
よ

う
、人
材
育
成
や
災
害
対
策
、バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
を
軸
に
着
実
に
施
策

を
実
施
し
て
い
き
た
い
」と
気
を
引
き
締

め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文

化
賞
表
彰
式
が
３
月
11
日
、中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、体
育
振
興
や
文
化
振
興
の
功

労
者
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団

体
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ま
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
が
集
ま
り
ま

す
。（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
所
属
）

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
受
賞
者

【
特
別
栄
誉
賞
】

▼
中
野　

昭（
京
丹
波
町
体
育
協
会
）

　

長
年
、町
体
育
協
会
長
な
ど
を
務
め
、

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
尽
力
。

▼
梅
原
佐
公（
綾
部
高
等
学
校
）

　

第
71
回
国
民
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
・

少
年
女
子
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
カ
ヤ
ッ
ク

フ
ォ
ア
５
０
０
ｍ
優
勝
、カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ

ア
２
０
０
ｍ
第
２
位

▼
野
村　

優（
農
芸
高
等
学
校
）

　

第
４
回
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
女
子
63
㎏
級
第

５
位
、デ
ッ
ド
リ
フ
ト
第
３
位
、サ
ブ
ジ
ュ

ニ
ア
女
子
ト
ー
タ
ル
日
本
記
録
更
新　

【
功
労
賞
】

　

長
年
、地
域
の
体
育
振
興
に
尽
力
。

▼
豊
嶋
義
夫（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

▼
坂
本
盛
夫（
京
都
府
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連

合
京
丹
波
支
部
）

【
優
秀
賞
】

　

全
国
、近
畿
、府
内
の
競
技
会
な
ど
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体

▼
中
村
夏
子（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

▼
山
内
健
太
郎（
車
い
す
ミ
ニ
駅
伝
）▼

船
越
百
笑
子（
柔
道
）▼
梅
原
一
能（
カ

ヌ
ー
）▼　

田
響
生（
同
）▼
今
出　

仁

（
空
手
道
）▼
德
岡
丈
翔（
同
）▼
瑞
穂
中

学
校
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
部
▼
瑞
穂
中
学
校

ホ
ッ
ケ
ー
男
子
部
▼
蒲
生
野
中
学
校
女

子
ホ
ッ
ケ
ー
部
▼
須
知
高
等
学
校
男
子

ホ
ッ
ケ
ー
部

　
文
化
賞
の
受
賞
者

【
文
化
賞
】

▼
池
田
琴
美（
和
知
中
・
瑞
穂
中
美
術
講
師
）

　

第
20
回
全
国
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク

ー
ル
金
賞
。指
導
者
と
し
て
も
優
れ
た
指

導
で
生
徒
を
導
い
た
。　

▼
妹
尾　

歩（
園
部
高
等
学
校
）「
化
学

　

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
」金
賞　

▼
石
田
天
希（
須
知
高
等
学
校
）

　

第
67
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

全
国
大
会
の
農
業
鑑
定
競
技
優
秀
賞　

【
文
化
功
労
賞
】

　

長
年
、町
の
文
化
向
上
・
発
展
に
貢
献

▼
貞
守　

昭（
瑞
穂
木
彫
会
）▼
松
村
稠

雄（
み
ず
ほ
句
歌
会
）▼
小
林
勝
久（
和
知

人
形
浄
瑠
璃
会
）▼
山
本　

正（
和
知
文

七
踊
り
保
存
会
）▼
京
都
・
琴
麗
会
せ
せ

ら
ぎ
の
会

【
輝
き
賞
】

　

近
畿
、府
内
の
展
覧
会
な
ど
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体

▼
椹
木
菜
月（
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
）▼

長
谷
川
天
星（
デ
ザ
イ
ン
・
絵
手
紙
）▼
村

上
あ
か
り（
小
論
文
）▼
三
木
信
太
郎（
作

文
）▼
須
知
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

　

平
成
28
年
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
に

お
い
て
、京
丹
波
町
体
育
協
会
の
中
野

昭
会
長
へ
特
別
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。府
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
の
最
高
賞

で
、本
町
で
は
初
め
て
の
受
賞
。平
成

４
年
か
ら
丹
波
町
体
育
協
会
理
事
、同

副
会
長
及
び
会
長
と
し
て
、ま
た
平
成

17
年
か
ら
は
京
丹
波
町
体
育
協
会
の

会
長
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
称
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を「
観
る
」「
支
え
る
」こ

平
成
28
年
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
賞

　須知高校生が町内の企業で就
業体験する「高校生インターン
シップ」が３月15日・16日の２日
間行われ、就職志望の２年生11
人が参加。町内６つの企業の工
場や事務所で実際の業務を体験
しました。
　この事業は、町内の製造業企
業などでつくる「京丹波町産業
ネットワーク」が、次世代の地域
定着や町内企業への雇用促進な
どを目的に初めて実施した事業
で、同ネットワークに加入する
24企業の内、太陽工業(株)瑞穂
工場、協和電機工業(株)、アズビ
ル京都(株)、(有)みずほファー

ム、丹波ワイン(株)、瑞穂農林
(株)が生徒を受け入れました。
　生徒らは、緊張した面持ちで
工場での加工や出荷作業、農園
での栽培作業などに懸命に取り
組み、実際の就労体験を通じて
自分自身の適性や町内企業への
就職について考えていました。

須高生が町内企業でインターンシップ
雇用促進と人材定着をめざして

ものづくりの現場で加工作業を体験する生徒
（右）（太陽工業（株）瑞穂工場・八田）

活動の経験を生かしたいと田中（前）会長

周囲の人の支えに感謝し、受賞を喜ぶ中野会長
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京
丹
波
森
林
組
合
の
合
併
10
周
年
記

念
式
典
が
３
月
18
日
、和
知
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、各
区
の
総
代
や
関

係
機
関
、近
隣
の
森
林
組
合
代
表
理
事

な
ど
が
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
組
合
は
平
成
18
年
12
月
、資
本
の
拡
充

と
経
営
基
盤
、業
務
体
制
の
強
化
を
目

的
に
旧
町
３
組
合
を
合
併
。現
在
、森

林
経
営
面
積
約
２
万
５
千
㌶
で
、施
業

集
約
化
を
図
り
、搬
出
間
伐
を
進
め
る

な
か
、新
た
な
作
業
道
の
開
設
や
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
な
ど
基
盤
設
備
を

図
り
、担
い
手
育
成
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。平
成
27
年
度
森
林

整
備
推
進
モ
デ
ル
表
彰
で
京
都
府
知
事

賞
を
受
賞
。平
成
28
年
度
に
今
後
５
カ

年
の
運
動
方
針
を
定
め
た
中
期
計
画
を

策
定
し
、森
林
資
源
が
循
環
す
る
林
業

の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、功
労
者
と
し
て
組
合
経

営
を
け
ん
引
し
た
谷
峰
男
初
代
組
合

長（
元
和
知
町
森
林
組
合
長
・
坂
原
）、

組
合
合
併
に
尽
力
し
た
横
山
均
元
丹

波
町
森
林
組
合
長（
口
八
田
）、上
田
孝

夫
元
瑞
穂
町
森
林
組
合
長（
和
田
）へ
感

謝
状
を
贈
呈
。ま
た
、合
併
後
の
組
合

経
営
や
森
林
整
備
の
推
進
な
ど
に
寄
与

し
た
５
人
、９
団
体
、長
年
職
務
に
精
励

す
る
森
林
技
術
員
５
人
、職
員
６
人
を

表
彰
し
ま
し
た
。

　

梅
原
久
弘
代
表
理
事
組
合
長
は
、

「
林
業
情
勢
は
厳
し
い
が
、職
員
一
丸
と

な
り
、行
政
と
も
連
携
し
、中
期
計
画
に

基
づ
く
森
林
整
備
や
木
材
利
用
の
推
進

に
取
り
組
み
た
い
」と
展
望
し
ま
し
た
。

安
来
節 

踊
り
と
銭
太
鼓
教
室

●第
１
回
練
習
交
流
会

　

安
来
節
師
範
の
一
宇
川
敏（
本
名
・

湊
敏
）さ
ん
が
３
月
12
日
、道
の
駅「
和
」伝

統
芸
能
常
設
館
で「
安
来
節　

踊
り
と

銭
太
鼓
教
室
」の
練
習
交
流
会
を
開

催
。町
内
、南
丹
市
、綾
部
市
な
ど
の
教

室
の
生
徒
が一
堂
に
会
し
、踊
り
や
演
奏

の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

軽
快
な
リ
ズ
ム
と
ひ
ょ
う
き
ん
な
所

作
に
観
客
は「
表
情
が
な
ん
と
も
い
え

な
い
」と
笑
顔
。和
知
教
室
で
習
う
藤
井

五
都
子
さ
ん（
篠
原
）は「
簡
単
そ
う
で

所
作
が
奥
深
く
、運
動
を
兼
ね
て
楽
し

く
続
け
て
い
る
」と
の
こ
と
。一宇
川
さ
ん

は「
見
て
い
た
だ
く
方
に
元
気
を
届
け

た
い
。こ
れ
か
ら
も
交
流
会
を
続
け
、安

来
節
を
広
め
て
い
き
た
い
」と
盛
況
を

喜
び
ま
し
た
。

栽
培
技
術
や
農
業
情
勢
を
報
告

●黒
大
豆
・
小
豆
生
産
者
大
会

　
平
成
28
年
度
黒
大
豆
・小
豆
生

産
者
大
会
が
３
月
17
日
、道
の
駅

「
和
」伝
統
芸
能
常
設
館
で
開
か
れ
、

町
内
の
生
産
者
な
ど
80
人
が
参

加
。優
れ
た
生
産
者
の
表
彰
を
行

い
、29
年
の
経
営
対
策
や
栽
培
振
興

に
向
け
て
、近
畿
農
政
局
京
都
支
局

の
藤
田
栄
二
支
局
長
や
京
都
府
南

丹
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員

な
ど
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

第
28
回
瑞
穂
大
納
言
品
評
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
上
西
利
秋

さ
ん
（
井
脇
）は
、「
栽
培
に
適
し
た

農
地
選
び
に
は
気
を
付
け
て
い
る
。

ま
だ
農
業
を
始
め
て
５
年
目
な
の

で
、皆
さ
ま
の
指
導
の
お
か
げ
」と
感

謝
し
ま
し
た
。

　
黒
大
豆
求
評
会
は
、最
優
秀
賞
に

野
間
正
幸
さ
ん
（
升
谷
）、黒
大
豆

優
良
生
産
者
に
横
山
義
雄
さ
ん（
口

八
田
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

成
長
の
軌
跡
ま
ぶ
し
く

●町
立
学
校
な
ど
で
卒
業
式

　
町
立
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式

が
３
月
13
日
、各
校
で
行
わ
れ
、計
１

３
２
人
（
蒲
生
野
73
人
、瑞
穂
37
人
、

和
知
22
人
）が
卒
業
。仲
間
や
恩
師
、

家
族
へ
の
感
謝
を
胸
に
、母
校
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

　
和
知
中
学
校
で
は
、卒
業
生
代
表
の

森
川
拓
海
さ
ん
・津
田
芽
衣
さ
ん
が

「
仲
間
と
支
え
合
う
こ
と
で
共
に
成
長

で
き
た
、と
て
も
充
実
し
た
３
年
間

だ
っ
た
。こ
れ
か
ら
新
し
い
環
境
で
挑

戦
し
、成
長
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
」と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
23
日
に
は
、町
立
小
学
校
の
卒
業
証

書
授
与
式
が
各
校
で
行
わ
れ
、計
１
０

和
知
北
部
地
域
で

●心
弾
む
交
流
、合
同
サ
ロ
ン

　

和
知
地
域
の
北
部
振
興
会
が
３
月
１

日
、合
同
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
を
西
河
内

集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。３
集
落
か
ら

40
人
が
参
加
し
、健
康
体
操
や
玉
入
れ

ゲ
ー
ム
、茶
話
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

町
内
で
も
高
齢
化
が
進
む
当
地
域
で

は
各
サ
ロ
ン
の
参
加
者
が
少
人
数
の
た

め
、よ
り
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
よ

う
と
合
同
開
催
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

藤
田
正
之
振
興
会
長
は
、「
開
催
場
所

は
各
区
を
巡
回
す
る
な
ど
工
夫
し
た

い
」と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

６
人（
竹
野
６
人
、丹
波
ひ
か
り
39
人
、

下
山
10
人
、み
ず
ほ
34
人
、和
知
17
人
）

が
、学
び
や
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
翌
24
日
は
町
立
幼
稚
園・保
育
所
で

は
、須
知
幼
稚
園
で
18
人
、3
つ
の
保

育
所
で
計
64
人
が
卒
園
し
ま
し
た
。

ふ
じ  

た   

え
い  

じ

う
え
に
し 

と
し 

あ
き

よ
こ 

や
ま 

よ
し 

お

ふ
じ  

た   

ま
さ 

ゆ
き

も
り
か
わ  

た
く 

み

つ
　 

だ

 

め    

い

皆
で
育
て
る「
記
念
植
樹
の
森
」

　

森
林
組
合
で
は
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、道
の
駅「
瑞
穂
の
里 

さ
ら
び
き
」

北
東
側
に「
記
念
植
樹
の
森
」を
造
成
。

町
民
が
森
林
に
親
し
み
、関
心
を
持
つ

機
会
に
と
、桧
山
財
産
区
の
所
有
林
を

借
り
受
け
、整
備
し
ま
し
た
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、記
念
式
典
を
控

え
た
３
月
16
日
、瑞
穂
小
学
校
６
年
生
と

瑞
穂
中
学
生
が
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

樋
口
義
昭
専
務
理
事
は
児
童
へ
、「
皆
で

植
え
た
木
の
成
長
を
見
守
り
、人
生
の

折
々
に
思
い
出
し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

森
林
資
源
が
循
環
す
る
地
域
社
会
へ
の
歩
み
を
促
進

●京
丹
波
森
林
組
合
の
合
併
10  
周
年

瑞穂小６年生が卒業記念にモクレンとハナミズキを計7本植えた

式辞を述べる梅原代表理事組合長 式典後に職員がチェンソー
アートを披露

藤田支局長が新制度を説明し、会場から質問の手が挙がった

式後、母校を去る卒業生へ在校生が駆け寄り、
花束を渡した（和知中）

新しい制服に身を包み、体育館に歌声を響かせた卒業生
（下山小）

体操で心と身体をほぐす

一宇川師範の名人芸

い
ち  

う  

が
わ
さ
と
し

み
な
と

ふ
じ  
い

い
　
つ
　
こ

さ
と
し

の 　
ま　
ま
さ
ゆ
き

ひ  

ぐ
ち
よ
し
あ
き

う
め 

は
ら 

ひ
さ 

ひ
ろ

た
に
み
ね　
およ

こ
や
ま
ひ
と
しう

え  

だ 

た
か

お
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健康情報をお届けします。

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
健康情報をお届けします。

第116回

『睡眠薬を飲むと認知症になる？』
京丹波町病院 内科医師　垣田　秀治 院長　

かき  た         ひで はる

〈
新
コ
ー
ナ
ー
〉「
お
茶
が
入
っ
た
よ
」の
一
声
で

家
族
が
集
ま
り
心
通
わ
せ
た
〝
お
茶
の
間
〞

の
よ
う
な
ペ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

睡眠薬と認知症に因果関係はありません
　「睡眠薬を飲むと認知症になりませんか？」とい

う質問をよく受けますが、答えは「ノー」です。睡眠

薬が朝まで残ってボーっとすることがあるかもしれ

ませんが、これは睡眠薬の「持ち越し効果」といわ

れています。また、アルコールと併用したことによっ

て「一時的な記憶障害」が起きたり、飲酒後に睡眠

薬を服用し、寝るまでの記憶が消えてしまう「前向

性健忘」という症状がでることはありますが、これ

らは認知症とは全然意味が違います。今までいろ

いろと研究や調査もされていますが、現在のところ

睡眠薬と認知症について、はっきりした因果関係は

ないとされています。

眠れないときはアルコールよりも…
　また、眠れないからといってアルコールを飲んで

も、その睡眠の質は悪く、途中で目が覚めたり、アル

コールが次第に効かなくなって量がだんだんと増え

てしまい、アルコール依存症になってしまうという

こともあります。

　眠れないからとアルコールに頼るのではなく、必

要に応じて適正に睡眠薬を服用することは心配す

ることではないので、かかりつけの医師に相談され

ることをお勧めします。

生活習慣のひと工夫で良い眠りを
　しかし、できれば薬は使わずに良眠を得るのが

一番。寝室の環境を整える、嗜好品に注意を払い、

寝る前にカフェイン入り飲料を飲まない、無理に

眠ろうとしないなど、生活習慣を見直すことが一番

大切なのは言うまでもありません。

マンガで描く、ある地域おこし協力隊の日々

京丹波町へ

わたしたちの町

人　口 14,770 （－90）
　男　 7,002 （－40）
　女 7,768 （－50）
世帯数 6,338 （－17）
４月1日現在／（    ）は前月比

株式会社京都環境保全公社
 １００万円
片山　山治 １０万円

ふるさと応援寄付金のお礼

＊敬称略
＊掲載内容は寄付者の了解を得ています

東日本大震災義援金 9,768,363円

熊本地震義援金 1,824,587円

福島県双葉町復興支援募金 7,075,533円

義援金などの受付状況

作・

企画政策課は蚊がよ
く出ます。4月号の編
集中にさっそく4箇

所も刺されました。周りにもっ
とおいしそうな
人がいるのに…
（片山晴子）

京丹波町病院　電話 0771-86-0220

町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。

ご理解とご協力をお願いします　

院長就任のあいさつ
　この４月から国保京丹波町病院の院
長職を拝命いたしました。「私たちの町
の私たちの病院」を目指して、今まで以
上に地域の皆さんの最寄りの医療機関
になれるように全力を尽くしていきた
いと思っています。
　また、糖尿病教室や健康教室など、
病院を出る医者として皆さんの地域に
も積極的に出向いていくつもりです。こ
れからもよろしくお願いいたします。

頭の体操クイズ

　堀米　薫・作／新日本出版社

　緑が美しい季節になってきました。
　この本の主人公、小学５年生の喜樹の

家は、祖父が林業を務める兼業農家です。日本の木材は、外国か
ら安い木材が輸入され、売れにくくなっていますが、人間の一生
よりも長い木を育て、山を守る職人さんたちの姿がいきいきと描
かれています。やがて、喜樹の姉・楓は進路を農学部に決めて、
林業に進むことを決意します。跡取りとして期待される主人公の
眼を通して、これからの林業について考えさせられる一冊です。

（中央公民館図書室：湯浅真弓さん）

こんなときの、この一冊

『 林業少年 』

図書室がおすすめする

　図書室ご案内　　中央公民館（蒲生）、桧山公民館（大朴）、梅田公民館
（鎌谷下）、三ノ宮公民館、質美振興センター、ふれあいセンター（本庄）
   貸出期間　 ２週間 　   1回の貸出冊数　  1人５冊

【例題】□き□きけんこうじゅつ
　　　→いきいきけんこうじゅつ

四角の中に入る
ひらがな１文字
は何だム？

チャレンジ！ 頭の体操クイズ

き    じゅ

かえで

　 ゆ     あさ    ま   ゆみ

〈掲載例〉

し

（平成29年３月31日現在）

「こんにちは赤ちゃん」コーナーに
お子さまの笑顔をお寄せください
〈対象者〉町内在住の生後１歳未満のお子さま
〈申込方法〉お子さまの顔写真に氏名などを
記入する申込書を添えて、役場または支所ま
で、持参か郵送で届けてください。メールの場
合、写真を添付し、件名を「こんにちは赤ちゃ

ん」として、申込書に記載する必要事項をメー
ル本文に記載して下記アドレスへ送付してく
ださい。
【問】京丹波町企画政策課  広報広聴係
電話 82－3801／FAX 82－2500
Ｅメール  kikaku30@town.kyotamba.lg.jp
※申込書は役場・支所窓口にあるほか、町ホーム
ページからダウンロードできます。
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新芽のささやき

　

農
業
生
産
法
人「
京
丹
波
ほ
た
る
の

里
」の
農
産
物
加
工
施
設「
キ
ッ
チ
ン
ほ

た
る
」で
、地
元
農
産
物
を
使
っ
た
独
自

商
品
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。農
業
生
産

法
人「
京
丹
波
ほ
た
る
の
里
」（
谷
山
建

夫
代
表
）は
平
成
19
年
、安
井
と
塩
田

谷
の
有
志
の
農
家
が
設
立
。「
美
し
い
ふ

る
さ
と
を
み
ん
な
の
力
で
守
っ
て
い
こ

う
」を
合
言
葉
に
、米
や
黒
大
豆
、小
豆

な
ど
の
生
産
・
販
売
や
農
産
加
工
、収

穫
体
験
な
ど
の
交
流
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

法
人
女
性
部「
夢
ほ
た
る
」（
谷
山
千

榮
子
部
長
）が
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
振
る
舞

う
郷
土
料
理
は
、参
加
者
の
胃
袋
を
つ

か
み
、地
元
農
家
と
心
を
通
わ
せ
る
ひ

と
時
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。食
の
祭

典
２
０
１
４
で
は
イ
ノ
シ
シ
肉
ソ
ー

セ
ー
ジ
の「
い
の
ち
ゃ
ん
ド
ッ
グ
」が

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
入
賞
。地
元
産
黒
大

豆
の
み
を
使
っ
た
み
そ
は
、口
コ
ミ
で
評

判
に
。加
工
販
売
が
農
産
物
の
魅
力
発

信
に
つ
な
が
る
と
考
え
、む
ら
の
活
力

向
上
事
業
を
活
用
し
て
事
務
所
一
階
を

加
工
施
設
に
改
造
し
、平
成
28
年
10
月

か
ら
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

黒
大
豆
菓
子
の「
く
ろ
っ
豆
美
人
」

は
、思
い
出
の
味
〝
つ
く
ね
豆
〞
か
ら
考

案
さ
れ
た
も
の
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
、正

月
に
み
か
ん
、つ
る
し
柿
、つ
く
ね
豆
を

半
紙
に
包
ん
で
ご
近
所
か
ら
い
た
だ
い

た
。当
時
、一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
み

か
ん
、次
い
で
つ
る
し
柿
。つ
く
ね
豆
は

白
豆
、黒
豆
、茶
豆
な
ど
を
こ
ね
て
丸
め

た
も
の
で
、子
ど
も
に
は
人
気
が
な
か
っ

た
。そ
れ
が
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
」

と
谷
山
正
さ
ん
。そ
の
つ
く
ね
豆
を
法

人
女
性
部
が
黒
大
豆
や
米
粉
で
再
現
し

ま
し
た
。か
み
し
め
る
ほ
ど
豆
の
香
ば

し
い
風
味
が
広
が
り
ま
す
。

　

９
月
に
は
法
人
設
立
か
ら
10
年
を
迎

え
ま
す
。地
元
で
は
映
画
ロ
ケ
誘
致
事

業
の
拠
点
整
備
が
進
ん
で
お
り
、ロ
ケ

弁
開
発
に
も
参
画
。谷
山
代
表
は
、「
町

民
の
財
産
を
地
域
で
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。農
業
情
勢
は
厳
し
い
が
、き
れ
い

な
空
気
と
水
で
良
質
の
作
物
が
収
穫
で

き
、お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
は
農
業
者
み
ょ
う
り
に
尽
き
る
こ

と
。京
丹
波
町
周
遊
の
目
的
地
の
一
つ
と

し
て
、『
ほ
た
る
の
里
』を
目
指
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」と
意
気
込
み

ま
す
。

人
と
人 

地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
み
ん
な
の
手

〝
地
域
の
課
題
解
決
〞
〝
暮
ら
し
を
楽
し
く
〞
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
地
域
運
営
や

活
性
化
に
取
り
組
む
皆
さ
ま
の
活
動
が
つ
な
が
っ
て
未
来
の
京
丹
波
を
つ
く
り
ま
す

恵
み
の
食
材
、
ふ
る
さ
と
仕
立
て

▼ロケ弁試作に取り組む女性部
「夢ほたる」メンバー。地元食材を
生かした家庭的な献立に工夫。

▲つくね豆をアレンジした「く
ろっ豆美人」（手前）と洋菓子
「バニラキッフェルン」（奥）
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ス
タ
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し
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よ
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こ
れ
か
ら
の

„
日
本
の
ふ
る
さ
と
“を

め
ざ
し
て
。
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